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軸郎ロC鳥山myβの耐熱性および耐UV性  
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ロⅥ血色Z w正格Ltv山ue．   

オビは一般剛こ好気性であり，耐熱性もそれほど強くないと言われている．従って．缶詰めよ  

うに脱気．密封捷．加熱殺菌き九．また酸素の透過もないような容器話食品では比較的車乗が少  

な（，カビは生育L稚いと考えらTLる．LかL．長逝．．PETボトル話の酸性飲料が鼻〈販売き  

九るようになり．これらの容器は僅かではあるが酸東通適性があり，透過性のない缶詰と比較L  

てカビは生育L易い．   

カビの中には子尭胞子や菌挽．嘩膜胞子を形成する南棟があり，こ軋らは比較的高い耐熱性を  

持っているので，殺菌条件が釦℃前後の加熱で製造される客詩語の酸性食品や飲料中では生き残  

る可能性が高い．   

耐熱性カビと青われている軸朗¢亡丸山恥卵属は，僅かの酪寮の存在で生育L‖釘．その上この  

子嚢胞子は耐熱性でもある1Iい引 ．従って．寄算藷酸性食品や駄科の蛮放屁固菌とLて最も重要  

なカビとなる．このような食品では容器内で軸抽如拙咄押の生育を抑制する必辛がある．   

そこで．軸甜此別bm烏岬の子嚢胞子形成条件および菌数制定における増車条件などを検討L．  

次いで子嚢胞子再耐熱性および紫外掛こ対する抵抗性などについて試験Lた．   
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実 験 方 法  

1．使用書♯   

乳酸菌飲料缶詰より分離Lたカビ（BYS－1トおよぴミカンシラッナ言責袋詰より分離Lたカビ  

〔BYS－2）の2株を使用Lた．  

王．カヒの同定   

BYS－1およぴBYS＋2をポテトテキストロース寒天培地（日水製薬，PDA）を使用Lて，  

30℃で培養観 形成Lたコロニーの形！脱色調およぴスライドかレナャ一法での舟生子および子  

亜胞子形成能や形態を観察Lた．  

ヨ．舟生子の懸i■諌■製   

BYS－1およぴBYS－2をPDAの平板上で30℃．7E］間培養L，そのコロニーをかき集め．  

0・005％エーロゾルOT添加滅菌水中に懸濁Lた．粗濁液は海曹妓洗浄器で処理鳳来洋臆脚帖A  

で無菌濾過L，4℃で保存Lた．  

l．骨生手の耐熱性   

この分生子懸濁液をTDT菅に17dずつ分注L．密封軌55℃で加熱L．冬時間ごとに残存菌  

数をPDAによる混釈培養法で測定Lた．培菓条件は30℃7日間行った．  

5．子■胞子形成条件   

BYS－1およぴBYS－2をPDAの平板上で30℃．10E］から40日間まで10日間隋で培養L．  

そのコロニーを舟生子のときと同じように懇請L調製Lた．この懸濁濯を生理食塩水で希釈L．  

その希釈披およぴ70℃，10分間加熱の希釈液虐PDAによる混釈培養法で菌数を測定した．培華  

条件は30℃，20日間行った．  

¢．子嚢胞子の最濁液Ⅶ盤   

BYS－1およぴ8YS－2をPDAの甲板上で30℃．30日間培養L，そのコロニーを上記と同じよ  

うに懸濁調製した．  

丁．子♯胞子の加熱活性   

この子亜胞子懸滞液を生理食塩水で希釈L，TDT管（外径7址，長き12伽m）に1軌Jずつ舟  

睦L，ミクロバーナーで轄封した．二れを70℃．75℃およぴ77．5℃に保持Lた低温水槽中で．そ  

れぞt15舟．10骨およぴ15分加熱L，残存菌数をPDÅを使用Lて混釈培養法で測定Lた．培重  

森件は30℃20日間行った．  

0．曹散乱走の条件   

分生子および加熱活性Lた子＃胞子の懸濁液を生理食塩水で希釈する場合．希釈倍率を小さ〈  

L，PDAで温釈培幸法および塗抹培養法で菌数珊定Lた．亜抹培養法は平板上に希釈液を0．05  

扁滴下L．コンテージ樺で全面に広げ，表面を乾性捷30℃で培善した．  

き．子暮胞子の耐熱性   

子轟胞子懸濁液を生理食塩水で希釈L．TDT菅に1mLずつ分注L，ミクロバーナーで塘封L  

た．これを77．5℃．抑℃およぴ82，5℃で加熱L．各時間ごとに現有菌数をPDAを使用Lて混釈  

培養法で測定L．生残曲線より口情およぴZ値を井出Lた．培養条件は30℃．20El間行った．  

川．手書胞子の耐UV性   

子嚢胞子懸濁液を生理食塩水で希釈L，約10仇Jをガラスシャーレに入れ，殺菌ランプ（GL15）  

を使用Lて10恥W・min／亜の線量で照射L，各時間ごとに残存菌数を無加熱および加熱（BYS－1  

は丁7．5℃，10分間，BYS－2は70℃．10骨）LたものについてPDAを億用して混釈培養法で判  

定L，D値を井出Lた．培養条件は30℃，20F間行った．なお照射韓圭はTOPCONの紫外線  

強度計（UVR－2弘形）を使用Lて測定Lた．   



1田  

緒果 ヒ考秦  

t．菖由同定   

PDA上で3陀．7El間培養Lたコロニー描2棟ともほとんど同じ屯 白色斡手套尭を乗せた  

基底菌糸かちなっていた．顕杜絶での乾草刊ま．骨盤子は円許形であり，ヱ～き事前サヰアライ  

ドを群生していた．30日培養刊ま子爵軒見ちれ．子葉砲手は楕円形に近ギ，月押紺亡批判古と思  
われた．BYS－1の知日培養で隠裏面が黄色であ醐薯．即日一別ま黄褐色であった．従サて．草樺と  

も軸静別仙風膵と考去られ岳が簡捷までは確認出来なかった．昨埴・1且‡・巾  

Fl即．Goniぬ8慮‡如昆1i如牒＝和郎那加川卵  
〔BVS－酎．（X抑）  

F嶋．2．Conidi且Of軸南朝仙川卵  

沌YS一別㌧（X5榊）  

Flg．き．由印印肝e早■由良試u与Of軸甜加島血叫押  

（占YS一正）．（X500）  

F岨I．A純○印Or郎Of軸甜○亡抽嘲β  

匝YS一朗．〔xらDO・】  

2．音数測定の条件   

BYS－2の骨生子について菌数測定する場合，混択培養法と塗抹培養法の比較および甲板上に  

形成Lたコロニー赴と予想卓れる菌数の関掛こついて検討Lた．その結果．T‘血lo一に示すよう  

に塗抹培養法より混釈培拳法の方が菌数が多くコロニーを形成L．ややよい結果を示Lた．  

軸朗0止血叩8は酸素がある程度少な〈ても発育するので．寒天内部でも十分に生育Lこのよう  

な結果になったと考えらナし古．   

またカビの平板上に形成するコロニーは大きく成長するので、平板上にコロニーが多くなると  

菌数が少な〈なる傾向がある．従って．コロニー数は少ない方がよいが．あまり少ないと正確性  

に欠け，20個から30個が適当だと考えられる．希釈倍率を変えて判定Lた結果．混釈培拳法印場   
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TahIeT．Recoverycountofconidiaof軸sBOCh血恥yS（BY・S－2）  
on v乱riou与dilution  
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合、形・成LたコロニN牡をAとL，予想される菌数（平板の20個程度形成Lたコロニーを基本に  

希釈倍率から算出した）をBとすると，B＝皇A－20の式が成り立つ．   

子轟胞子の場合もTabl亡王に示すように牙虫干と同じで．平板上に形成するコロニーは少ない  

方がよく．予想きれる菌数はB＝1．5Aであった．  

3．舟生子の耐鳥性   

生理食塩水に懸濁きせた骨盤子の55℃における耐熱性はFig．5に示すように加鮎こよって対数  

的に減少L，BYS－1とBYS－2のD値は1．5舟で．同じ値を示Lた．  

ヰ．千嚢胞子の形成集件   

子亜胞子の形成条件は培地の種蝋．培華温度および培壬時間などで大きく異なると考えられる  

が．培養時間だけで検討Lた．PDAの平根上での30℃培尭における日数と子豪胞子形成龍を  

Table引こ示L・た．10日培養ではどちらもまだ子垂胞子は形成せず．20日間以上の培養が必要で  

あった．  

5．子暮胞子の加熱活性   

子豪胞子が発芽する壊乱 加熱によI）活性化されることが報告きれていが】…．そこで括性  

化の条件とLて．加熱温度および時間でどのように変わるかを試験した結果．Tabl白山こ示すよ  

うにBY昌一2は70℃で10骨加熱すれば．ほぼ100発覚芽すると考えられる．BYS－1は叩℃で10分間  

の加熱では不十分で，77．5℃で10舟必要であった．   
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6．子♯胞子の耐熱性   

子♯胞子の加掛こよる生残曲線を．BYS－1をRg．耶こBYS－2をR払丁に示Lた．月卵朗亡山加叩βの  

子乗胞子は加熱軸期の段階では胞子の減少がほとんど認められず，ある時間捷より対数的に減少   
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Hea，tirtgtime（mjn）  

FIg，6．He乱t－＄urViv且Icurve＄for且SCOSPOre＄Of  

軸郎口亡以¢間訂∂（8YS－1）．  

He山ingtime（min）  

F隠丁．H拙t－ぎurViv乱1亡uⅣ郎f町粥加古匹rモ50f  

軸甜○亡ん血加計β（BYS－れ  

TabIe5．He＆tZ・e＄ist且nCeOf＆SCOSPOreSOf  
軸郎口亡鳥山叩虐（且YS－1．2ト  

BYS－1  8YS一之  
Temp．亡℃〕  

ロ（miれ）⊥t（miIl）事D（mih〕Lt（mirl）  

丁7．5  5．2  30．0  吉．2  ヱ2．5  

80．0   1．6  9．5  1．0  7．5  

82．5   8．55  3．0  0．36  ヱ．6  

ヱ  5．3℃  5．a℃ 5．1℃  5．0℃  

繋；L喝tilhe  

する傾向がある山5I．BYS－1とBYS一三の子♯胞子もその傾向が非常に大きかった．従って，初期  

胞子数（最高の胞子敦を示Lた値）と対数的に減少する曲線由交点を遅滞時間（Ltと呼ぶ）  

とL．これらの固からD値およぴLt値を井出するとTJLble5に示すようになり．耐熱性はそれ  

ほど大きい羞はなかったか，BYS－Zでやや強い傾向を示Lた．またLt借は各温度においてもD  

値の約6－7惜あった．このLt値が大きいのは子♯胞子が発芽するとき．加熱などの処理が必  

要であるためと考えられる．各温度におけるD値よl）求めたZ値とLt値より求めたZ他にはそ  

れほど大きい善がな〈，BYS－1は5．3℃で同じ値であった．BYS－2も5．1℃およぴ5．0℃でほとん  

ど蓋がなかった．   

なお子嚢胞子の耐熱性はその胞子の成熟度に関係すると晋われ‖．BYS－2の場合，30℃で20日  

間の培垂で子嚢胞子は形成するが，耐熱性は非常に弱〈，75℃におけるロ値が4舟程度であった．  

40日間の培♯で形成Lた子♯胞子は30日間培菓Lたものと同じ程度であった．  

丁．子暮胞子のUV性   

子♯胞子の紫外線照射による生残曲線をBYS－1をRg．引こBY計2をFig．Iに示Lた．BYS－1では  

冊射挽．無加熱で測定Lた場合の口値（胞子数を如鮎死滅きせるに草する照射量）は7弘W・血扉亜であ   
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った．加熱活性Lて測定した場合巾D値は約2惜の15恥W・min／亜であった．BYS－1では照射乱  

無加熱で瑚定Lた場合のD値は9軸W・min／蘭であったが．冊射捷．加熱活性して測定した場合の  

D値は抱2借の185FLW・min／cdであった．なお加熱活性Lた胞子を照射Lて測定Lた場合も同じ  

結果であった．  

一般的にカビは紫外掛こ肘Lて抵抗力があると青われており，強い場合はD値が4．0叫上W・m扉薗  
以上のものもある．Lかし．軸卓即亡抽叫岬の子♯胞子はこれより非常に弱〈．皇0恥W・mh／亜以  

下であった．  

（
領
＼
）
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0  2  ヰ  G  

UVdose（XlOOpW・mirl／叫  
F’［＆．9．UVsufViv＆lcurve雲fDraSCOSpOreSOf  

軸郎○亡山即叩β（BYS－2）．  

O  E  4  6  

UVd05e（XlO恥W・min／亜）  
Fl貞．8．UVsurviv山¢uⅣe5rOr且与亡08pOr郎Of  

軸葺甜亡ん血叩β〔BYS－1）．  

手  釣  

軸朗。亡九血叩慮印p．BYS－1およぴBYS－2の子轟胞子はPDAで3陀．加日間以上の培養で形  
成が認められた．その耐熱性は強く．軸℃のD値が1分と1．6骨であるが．加熱による死滅にお  
いて．胞子が対数的に減少するまでの時臥すなわち遅滞時間が非常に長く・ロ値の約6可寸書程  

度あった．Z値は5℃と5．3℃であった．尚丹生子の耐熱性は弱く，55℃のD値がどちらもl・5骨  

であった．耐UV性はD値が150と1昌弘W・min／蘭であった．  
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